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原子力災害対策本部 
（本部長：内閣総理大臣） 

日本政府 

原子力損害賠償・廃炉等支援機構 
（NDF) 

廃炉・汚染水対策関係閣僚等会議 
（議長：内閣官房長官） 

廃炉・汚染水対策チーム会合 
（チーム長：経済産業大臣、事務局長：経済産業副大臣） 

汚染水処理対策 
委員会 

廃炉・汚染水対策 
現地調整会議 

廃炉・汚染水対策にかかる国の体制 

日本政府は、福島第一原子力発電所の廃炉・汚染水問題の根本的な解決に向けて、総
力を挙げて取り組むため、体制を強化すべく以下の取組を行った。 
 ２０１３年９月、原子力災害対策本部の元に「廃炉・汚染水対策関係閣僚等会議」と、

その元に「廃炉・汚染水対策チーム会合」等の会議を設置。 
 より着実な廃炉の実施に必要な支援体制を強化するため、原子力損害賠償機構に

事故炉の廃炉支援業務等を追加する法改正を実施し、２０１４年８月、原子力損害賠
償・廃炉等支援機構が発足。 



廃止措置終了までの期間 
 
（３０～４０年後） 

第３期 安定化に向けた 
取組 第１期 

冷温停止達成 
• 冷温停止状態 
• 放射性物質の放出を 
   大幅抑制 

第２期 

２０１３年１１月 ２０２１年１２月 ３０～４０年後 

使用済燃料プール
内の燃料取り出し 
開始までの期間 
 
（２年以内） 

燃料デブリ取り出しが 
開始されるまでの期間 
 
（１０年以内） 

２０１１年１２月 

２０１３年１１月１８日より、第１
期の目標である４号機使用済
燃料プールからの燃料取り出
しを開始。 
（２０１４年１２月２２日に完了） 【４号機使用済燃料プール内】 

 
 

２０１７年度より、３号
機燃料取り出し開始 

【３号機燃料取り出し用カバー完了予想図】 

廃止措置に向けた工程の全体像 
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 政府と東京電力は、２０１１年１２月に「廃炉・汚染水対策関係閣僚等会議」において決定された中長期ロード
マップに基づき、廃炉・汚染水対策に取り組んできた。 

 ２０１５年６月１２日、同会議において中長期ロードマップを最新版へと改訂。 
 「燃料取り出し」については遅れはあるものの、「汚染水対策」、「燃料デブリ取り出し」及び「廃棄物対策」の

目標工程を維持することで、廃止措置終了まで３０～４０年という大枠は堅持。 

http://www.tepco.co.jp/tepconews/library/archive-j.html?video_uuid=c448pmvq&catid=61709


 大枠の目標（青字）を堅持した上で、優先順位の高い対策について、直近の目標工程（緑字）を明確化 

全体 廃止措置終了 ３０～４０年後 
  

汚染水対策 建屋内滞留水の処理完了 ２０２０年内 

取り除く  敷地境界の追加的な実効線量を１ｍＳｖ／年未満まで低減 ２０１５年度 

 新規 

 多核種除去設備処理水の長期的取扱いの決定に向けた準備開始 ２０１６年度上半期 

近づけない  建屋流入量を１００ｍ３／日未満に抑制 ２０１６年度 

漏らさない  高濃度汚染水を処理した水の貯水は全て溶接型タンクで実施 ２０１６年度早期 

滞留水処理  建屋内滞留水中の放射性物質の量を半減 ２０１８年度 

燃料取り出し 使用済燃料の処理・保管方法の決定 ２０２０年度頃 

 １号機燃料取り出しの開始 ２０１７年度下半期 ２０２０年度 

 ２号機燃料取り出しの開始 ２０２０年度上半期 ２０２０年度 

 ３号機燃料取り出しの開始 ２０１５年度上半期 ２０１７年度 

※目標工程の変更要因は、ダストの飛散防止対策、作業員の被ばく線量低減対策等、「安全・安心対策」の実施等によ
るものが大半。今後、「トラブル」や「判断遅延」に基づく遅れは起こさないように努める旨を明確化。 

燃料デブリ 
取り出し 

号機毎の燃料デブリ取り出し方針の決定 ２年後を目途 

初号機の燃料デブリ取り出し方法の確定 ２０１８年度上半期 

初号機の燃料デブリ取り出しの開始 ２０２１年内 

廃棄物対策 処理・処分に関する基本的な考え方の取りまとめ ２０１７年度 

冷却水以外の建屋内の水や 
汚染水の増加量をほぼゼロに 

被ばくリスクの 
低減目標達成 

汚染水増加量の大幅抑制 

タンクからの漏えいリス
クの大幅低減 

建屋からの漏えいリスクの低減 

中長期ロードマップにおける主な目標工程（マイルストーン） 
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汚染源に水を「近づけない」（→建屋流入量低減による汚染水発生量の抑制） 

３つの基本方針 汚染水を「漏らさない」（→海洋への放射性物質の流出量の低減） 

汚染源を「取り除く」（→タンク内汚染水の放射性物質の除去） 

タンク内汚染水の処理を 
概ね完了【2015.5】 

閉合工事完了【2015.10】 

地下水の流れ 

トレンチ内汚染水の処理を 
概ね完了【2015.8】 

多核種除去設備
（ALPS） 

稼動中
【2014.5～】 

稼動中
【2015.9～】 

稼動準備中 
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海水中放射性物質濃度の推移 
（海側遮水壁前（１～４号機取水口内南側）） 

 

海水中濃度 
（ﾍﾞｸﾚﾙ/ﾘｯﾄﾙ） 

鋼管矢板 
一次打設完了 
（9/19） 

▲ｾｼｳﾑ-134 
■ｾｼｳﾑ-137 
◆全ﾍﾞｰﾀ 
●ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ-90 

△ｾｼｳﾑ-134(検出限界値) 
□ｾｼｳﾑ-137(検出限界値) 
◇全ﾍﾞｰﾀ(検出限界値) 
○ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ-90（検出限界値） 

閉合完了 
（10/26） 

汚染水対策の全体像 
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○燃料取り出し ○燃料デブリ取り出し 

燃料取り出し 燃料取り出し   
設備の設置   

ガレキ撤去 
除染 等 

  燃料デブリ 
  取り出し 

1,2号機 3号機 1~3号機 

号機 目標工程 

 
1号機 

2016年度：建屋カバー解体完了 
2018年度：ガレキ撤去完了 
2020年度：取り出し設備の設置、取り出し開始 

2号機 2018年度：建屋上部解体完了 
2020年度：取り出し設備の設置、取り出し開始 

3号機 2015年度：ガレキ撤去完了 
2017年度：取り出し設備の設置、取り出し開始 

号機 目標工程 

全号機 2017年度夏頃： 
号機ごとの取り出し方針決定 

 
 

初号機 
 

2018年度上半期： 
初号機の取り出し方法の決定 

2021年内： 
初号機の取り出しの開始 

  方針・方法 
  決定 

内部調査 
工法検討 等 

廃炉の進捗と今後の見通し 
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双葉 

大熊 

富岡 

楢葉 

福島第一原発 

楢葉南工業団地 

約20 km 

浪江 

放射性物質分析・研究施設 

試験棟 

研究管理棟 

楢葉遠隔技術開発センター 
完成予想図 

遠隔操作機器 
実証試験エリア 

PCV下部補修 
実証試験エリア 

楢葉遠隔技術開発センター 

安倍総理立ち会いの下、除幕式を開催。 
（２０１５年１０月１９日） 

 ①ＪＡＥＡ「楢葉遠隔技術開発センター」（楢葉町） 
  －遠隔操作機器の原寸大実証やバーチャル・リアリティシステムを利用した作業者訓練等を実施  
  －２０１６年４月から一般利用を開始。（２０１５年１１月より利用受付開始） 
 ②ＪＡＥＡ「大熊分析・研究センター」（大熊町・福島第一原発の隣接地） 
  －高線量の燃料デブリ・がれき類等の受け入れ・分析が可能。     
  －２０１８年度に第１期施設、２０２１年度内に第２期施設の運用を開始。  

国内外の英知が集積する国際的な廃炉技術の一大拠点を目指す 

廃炉試験・研究施設の整備 
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国際社会との協力 
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国際機関 

 
 

 BSAF プロジェクト 
    (Benchmark Study of the Accident at the 
      Fukushima Daiichi NPS) 
 SAREF 会合 
      (Senior Task Group on Safety Research   
       Opportunities Post-Fukushima) 
 EGFWMD 会合 
      (The Expert Group on Fukushima Waste 
        Management and Decommissioning R&D) 

 

二国間協力の枠組み 

民生用原子力協力に関する日米二国間 
委員会 
－廃炉・除染ワーキング・グループ 
－民生用原子力エネルギーに係る研究開発ワーキング・グループ 

日英原子力年次対話  
－廃炉ワーキング・グループ 

原子力エネルギーに関する日仏委員会 

 
 廃炉レビューミッションの派遣 （2013年4月～） 
 専門家の来日 
 専門家会合 
 ウェブサイトでの包括的情報提供 （2013年12月

～） 
 総会でのサイドイベント開催 
 「福島第一原子力発電所」 
  －事務局長報告書－（2015年9月） 



 

 目的 
1. 廃炉に関する世界の叡智の結集 
2. 廃炉作業の現状と、これまでの着実な進展に関する理解促進 
3. 廃炉作業の様々なステージにおける人材育成や研究開発の活性化  

 

開催日時 
2016年4月10－11日 
 

会場 
スパリゾートハワイアンズ ラピータ 
福島県いわき市 
 

 言語  
英語及び日本語 
 

主催 
経済産業省資源エネルギー庁 
原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF） 

第１回福島第一廃炉国際フォーラム 
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第１回福島第一廃炉国際フォーラム 

 

 プログラム 

  ＜4月10日＞ 
 基調講演 

－ウィリアム. D. マグウッド Ⅳ世 （経済協力開発機構原子力機関 (OECD/NEA) 事務局長） 
－ファン. C. レンティッホ      （国際原子力機関 (IAEA) 事務局次長） 

 セッションⅠ：海外での廃炉への取組及び地域社会とのコミュニケーション 
 セッションⅡ：福島第一原発の廃炉への取組及び地域社会とのコミュニケーション 

 
  ＜4月11日＞ 

 基調講演 
－マイク・ウエイトマン  （元英国原子力規制機関 (ONR) 長官）  

 セッションⅢ：リスク評価 
 セッションⅣ：燃料デブリ取り出し 
 セッションⅤ：廃棄物対策 

 
廃炉技術ショーケース 
 福島廃炉・除染ロボット技術研究会による展示 
 廃炉技術展／ロボット実演コーナー 

  

9 
参加申込み、お問い合わせは以下までご連絡下さい： 

forum@ndf.go.jp. 

mailto:forum@ndf.go.jp
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【参考】関連リンク 
 

経済産業省 資源エネルギー庁 
廃炉・汚染水ポータルサイト 
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/ 
hairo_osensui/index.html 
 

第１回福島第一廃炉国際フォーラム 
専用ウェブサイト 
http://ndf-forum.com/ 

 
動画（経済産業省・内閣府） 

「福島の今」  
https://youtu.be/WlimIcWwyCk 
 

 東京電力 
廃炉プロジェクト 
 http://www.tepco.co.jp/decommision/index-j.html 

 
 IRID （技術研究組合 国際廃炉研究開発機構） 

http://irid.or.jp/ 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/index.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/index.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/index.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/index.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/index.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/index.html
http://ndf-forum.com/
http://ndf-forum.com/
http://ndf-forum.com/
http://ndf-forum.com/
https://youtu.be/WlimIcWwyCk
https://youtu.be/WlimIcWwyCk
http://www.tepco.co.jp/decommision/index-j.html
http://www.tepco.co.jp/decommision/index-j.html
http://www.tepco.co.jp/decommision/index-j.html
http://www.tepco.co.jp/decommision/index-j.html
http://irid.or.jp/


 ２０１５年２月、宇宙線ミュオンを利用し、原子炉内の燃料デブリの所在を透視する装置
を設置。 

 同年３月１９日に、東京電力が中間的な報告として、「現時点では、元々燃料が配置さ
れている炉心位置に、１ｍを超えるような大きな燃料の塊は確認できていない」旨公表。 

 宇宙線ミュオンは、宇宙線の大気圏突入時
に発生する二次宇宙線。平均寿命は２．２マ
イクロ秒で、その間に、約６６０ｍ進むことが
できる。 

 宇宙線ミュオンはエネルギーが高く、大きな
透過力を持つため、Ｘ線を利用したレントゲ
ンと同じ仕組で内部探査※が可能。 

＜宇宙線ミュオンを用いた透過法による透視技術＞ 

※宇宙線ミュオンは、物質に触れると、吸収され減衰する。こ
のため、途中で通過してきた物質の長さと密度が大きいほ
ど、粒子の数が減るので、内部の密度の違いを映し出すこ
とが可能。 

原
子
炉
建
屋
北
側
壁 

＜測定開始から２６日分の測定結果＞ 

（参考）測定器から見た密度分布図（設計図面より作成） 

【参考】１号機における宇宙線ミュオンを活用した調査結果 
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 ４月１０日から４月２０日に、福島第一原子力発電所１号機の原子炉格納容器内１階外
周部に、遠隔調査ロボットを初めて投入。 

 今後、燃料デブリを直接視認するため、１階から地下階に投入する遠隔調査装置の入
口部分周辺に干渉物がないことを確認するとともに、原子炉格納容器内の線量を面的
に測定するなど、内部状況を計測・撮影。 

 今後、燃料デブリを直接視認するため１階から地下階に
投入する遠隔調査装置の入口部分周辺に干渉物がな
いことを確認 

＜地下階アクセス開口部調査＞ 

【参考】１号機の原子炉格納容器内部調査 
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調査装置 

１号機 

http://www.tepco.co.jp/decommision/principles/technology/robot/robot_upper/index-j.html


 2号機については、原子炉格納容器の内部調査用ロボットの導入準備を行っているところ。

ロボット投入によって得られたデータに基づき、燃料デブリの位置・性状等を確認するため
の更なる調査が行われる予定。 

 3号機については、2015年10月20日、原子炉格納容器の貫通部分から計測器とカメラが投
入された。内部調査の結果、放射線量は最大で毎時１シーベルトであり、格納容器の内部
壁面に大きな損傷は確認されなかった。 
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2号機 ３号機 格納容器内部調査結果 

原子炉格納容器
内部壁面 

格納容器内部調査用ロボット 
（サソリ型）を投入予定 

【参考】2，3号機の原子炉格納容器内部調査 



平成２５年４月より、福島第一原子力発電所の廃炉に向けた取組について、ＩＡＥＡ調査団によるレ
ビューが実施されており、平成２７年２月９日～１７日（９日間）にわたり、３回目のレビューを実施。 

平成２５年１２月より、ＩＡＥＡは、日本から提供された包括的な形での情報提供について、評価を加
えた上で、ＩＡＥＡのホームページに掲載。 

＜第３回レビューの様子＞ 

福島第一原発視察 

＜第３回レビュー概要報告書のポイント＞ 

○主要な評価項目 
• 発電所の状況は、以下をはじめとして多くの重要なタスクが完了
しており、前回のミッションから大きく改善している。 
 ４号機からの燃料取り出しの完了 
 汚染水浄化システムの改良・拡充 
 汚染水を貯蔵するための新たな改良型タンクの設置 
 地下水バイパスの運用開始 
 発電所内の除染、作業時の被ばく低減     

○トリチウム水についての助言項目 
• 保管されている汚染水について、より持続可能な解決策が必要。
トリチウムを含む水について、海洋放出を含む全ての選択肢を検
討しつつ、ステークホルダーとよく協議すること。（前回ミッションと
同様） 

書面審査 

【参考】ＩＡＥＡ（International Atomic Energy Agency）による評価 
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